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佐多町ビロウ島の生物相について

〔ビロウ島の概況〕甲南高校生物クラブ小倉針大坪柵他

大隅半島には志布志町にもビロウ島があるが．当クラブで訴査したのは佐多町田尻部落よ少約

1．2れ大隅半島に最も近いとこ・ろて500，鴫の沖にある小さな島〔図I〕で，周囲は1km程

あれ地質的には日南層許に属する堆穣岩を母岩とし，森林域においてはその上に腐植土がある。

生態学的には，ここは亜熱帯植物区に属し．島の周囲には黒潮が流れているので気候も濫暖でオ

オミズナギドリの繁殖地ともなっている。植物の相観によってとの島を見ると，島の中央部はピ

ロウ，モクタチバナ．ハマビワ等を主とした森林，その周囲はほとんど不毛の岩肌で．西側にわ

ずかばか少海岸荒原があり，ここはレキ岩の岩肌でコゴメマンネングサ．ホノノくワダン等の生育

が見られた。走か海岸～潮間帯には砂はあまりたく貝殻のくたけたものが認められる程度で．し

たがって2枚貝はごく少数しか認められをかつた
＼）′－ノ

〔調査経過〕

44年8′月1芋． 日に第1回の調査を行をり． 海岸荒原及び森林について調査を行をった。

貝についても採集を行ない． その結果は中間報告の形で〔甲南生物第4号〕に発表した。 今年

f45年8月17日）・はビロウ島の研究の総まとめとし，森林を更に2プロヮク調査し． 全島に

わたって植物の種類をも検討した。 貝については． 昨年に引きつづいて潮間帯を採集し． 昨年採

集し得夜かゥたものを追加収録した。
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〔調査方法〕

植物

海岸荒原を調査する場合は広い生育場所が夜かったので． 77乃×10mのワクを5ヶ所設け，

そこに生育する植物の被庭を軌定した。 森林の調査では，10彿×10mのワクを3ヶ所設けた。

そのワク内で，高木層（樹高2m以上）． 低木層（樹高27乃以下）． 草′本及びつる性植物層に分

類し．高木層では胸高断面積． 低木胤草本層については被慶面積を求めた。 をかつる性植物及

び地上部がほとんど枯れていて． 果実だけのムサシアブミのようなものについては破産は削定し

凌いで．個体数のみとした。 更にワク外の柄物も種類だけは一応調べた。 破産と被産階級につい

ては次のとおりとした。

100％～7占％……450％～2°％……2、5％～1％…‥イ

75％・－51％……325％～る％‥…・11％以下‥‥…＝＋

貝

生貝のみを採集するのが最も適当と考えるが． 生貝のみを採集するのは時間的にも無理があっ

たので死貝をも採集した。

〔調査結果及ひ考察）

植物柏に関して

海岸荒原：この島の周縁部はほとんどが日南層群の堆積岩による裸岩で． 植物の生育は著しく悪

い。 （図り。 両側にわずかばかりの砂浜と，日南屠群の堆積岩の上に形成されたレキ岩層が

あり． このレキ岩層の表面部は著しく風化きれカラガラくずれ落ちる程である。 そこにコゴ

メマンネングサ． ツメイワレンゲ等の群落を諦めたので，砂浜とそれに続く岩肌を海岸荒原群

落として調査した。 （蒙11

その結果，個体数ではコゴメマンネングサが最も多く． ついでツメイワレンゲ． ホソバワダ

ン． ソナレムグラの慣となり，いずれも高温． ’乾燥庭適した種である。被慶をみるとコゴメマ

ンネノダサ，ホノバワダンが同じで1位と在れ次いでツメイワレンゲと走るがこのことは，

コゴメマンネンゲサ，ツメイワレンゲは乾燥に適応するよう多肉で． 小さを東をし七いるため

に． 個体数はたとえ多くでも． 破産は大きくならをレ、ことによる。したがって，ホソバワダン

のようを植物と破産で比較することには，かな少の難点がある。

以上のことから． 海岸荒原の群落はコゴメマン｛ネ／グサ、一一ホリ．バワダン－ツメイワレンゲ

ゲ群落といえよう。 又，種類数から見ると12種を数え．，決して多くはをいが． その分布地域

は南方系のものが5種． すなわち約40％含まれ，当海岸植物相は亜熱帯植物区としての相観

を示してhるといえよう。
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衷I　　海岸荒原（被慶）

＼
－冬 空 区 I l　　 Ⅱ

i

『 「 「 √ 丁 ‾ 「 「

破　 産 個 体 被　 慶 個 体 破　 産 腎 遽 霊 甥 分　 布

植　 物　 名・ 階　 級 　教 階　 級 教 階　 級

コゴメマンネンクサ ＋ 1ニー2 ＋ ＿ 4 † 2 7 ！1．2 （％ 4 5　 亜　 熱　 帯

ホ　ソノくワ ダ ノ 1！ 9 11 1 3 1 4　 1．2 2 d

ツメイワレンゲ ＋ 4 「 1I 5 0 0．8 2 5　4

シマチカ ラシノく 1－ 8 十 1 ！ ＋

l
5 …」0．5 1 2 i 九州南部以南

オ オ シ マ ギク ＋ 1 0 ＋ 2 ＋ 1 ‥ 0．5
1 3 i 亜　 熱　 帯

コ　ウ　ポ・ウ　ムギ ＋ る ＋ d
i

0．5
1

1
1 2 i

フ　ジ ナiデ シコ ＋ 5 ＋ 占 0．2 1 1
り」

ソ　ナ　 や ．タ　 ラ ＋ d ＋ 5 ＋
l

8 0．2 1 7 i 亜熱帯，熱帯 I

J

ボ タ　ン ポ　ウフ ＋ 1 ＋ 2 ＋ 1 0．1 5 4 ！
1

シ ャ リ　ン パイ ＋ 2 0．1 4 2
l

－ ・．耕一一一ノf
サ　 ダ　 ノ　 ウ ＋ 1 止 聖 1 亜　 熱　 帯 i

ト　キ　ワ　ス スキ
iI、

＋ 2 圧 0 2 2

－．’．．’ ！ t
＿－一＿ィ．，－ ＿＿－＿．＿．一＿鞘＿」

調査：44年8月15日

森林：島の中央部は森林となってかわ．海岸から見るとビロウ樹が多数認められる。当島がビロ

ウ島といわれるのもこのピロウ樹の多いことに由来すると考えてよい。森林地域は腐植土が充

分にあり．保水力もあゥて樹木の発育はよく．したがって．樹木下の草本の発達は悪く，不毛

に近い状態である。また，オオミズナギドリの穴（営巣は穴の中）が多数日咋つく。この森林

に5ヶ所の調査区（．I，Ⅱ．Ⅲ）を設け調査した。調査にちたっては調査区内を高木層，偲木

屑．草本層（つる性植物を含む）に分け．衷Ⅱ．弄召し表Ⅳにまとめた。それぞれの結果は次

のとおりである。

高木層：胸高断面積はピロウ．ハマビワトモクタチバナの値になり．その中でもビロウが特に

多い。 個体数からみるとハマビワ．モクタチバナ，ビロウの原になるが∴森林を支配する樹

木は個体数ではなく，その樹木が生活の場を占める被慶である。この被慶に代わるものが．

胸高断面積（幹の断面積．地上より17花のところで測定する）であるので，この森林でも胸

高断面積で優占種を決めることにする。した，がって，仁この群落はピロウが優占種で．ビロ

ウ一一ハマビワ－モクタチバナ群準を形成しているといえる。

種類別には12種を数え． そのうち南方系は3種で約25％と夜少．種類の上からは海岸荒

原よ少も少ない。
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表Ⅱ　　森林高木層（胸高断面積日単位成算）

楯 詣 区 I Ⅱ Ⅲ．． 計

i

l

分　　 布．胸　　　 高

断　 面　 積
本数
胸　　 高 －

断 面 積
数
胸 十　高

断 面 額
去 数‘摘 一　 高

i‾断　 面　 横
本数

ビ　　　 ロ　　　 ウ
l

1 1 6．9 る7 1 6 3．5 9　2・．ノニ　6－ 1．5 8 1 5 2 1．9　4 0 2 5 亜 熱 帯

ハ　 マ　　 ビ　 ワ 8 7 2 1 2 8．8 9 ．0 1 5 9．9 5 7 1 d 1 8．9 1 9

l

4 1

モ ク　タ　チ バ ナ 1．5 7　4 1 9‾ 7 9 1 4．d 2 6 1 7 ， る・0 7 9 5 7 亜 熱 帯

イ　　 ヌ　　 ビ　 ワ 1 2 1 2．7　5 7 8．
上 8 4 7

1 5
I 4．5 9 d

2．4

シ′　 ロ　 グ　 モ 1，0 9 0 1 0 3　5 る る 1．4　2 る 1 °

オオムラサキシキプ 5　7 8 1 5 7 8 1

ト　　 ベ　 ．ラ 7 9 1 9＿ウ ．5 1 7 8 4

ム　 ク　 ロ　 ジ 9 1 5 9 1 5

ツ　　　 バ　　 キ
I　 5 5 2 5　5 2

マ　　　 サ　　　 キ 2 ．0
1

3° 2 0 5

ビロー ドクサギ 1 5 1 I 1 5 1 九州南部

シ ャ リ ン パ当 5 1
i ー 5 ！ 1

調 査 年 月　 日 4 4 年 8 1 5 日 4 5 年 8 月 1 7 日

低木層：高木層の優占種はビロウであるが． 低木層にビロウがなければ，群落遷移によりいっ

かは他の植物が優占種になることを意味する。 その意味で低木展はどうしても調査する必要があ

る。低木の測定は2町以下のもので敏慶を軌定でき，るので，破産を求めた。 被慶はビロウ． が最大

で218％となっている。 すなわち，重をり合って生育しているので100％を越えている。 他

のものは約8．71％のイヌビワ． ビロードクサギの5．33％とどくわずかである。 又，個体数か

らいゥてもビロウの55占本と． 旺倒的に多く． 他を引き離しており． 次いでハマビワの83本

．
となり．それからイヌビワ． モクタチバナの廟にをる。 以上のことから． 低木層の優占種もビロ

ウで，その他ィ．ヌビワ，ハマビワ．モククチノくナがかな少有在することになる。イヌビワが低木

層にかなク見られるがこれは大きな樹木にならないので． これらの低木が成樹になっても現在と

同じようを柏観を呈すると考えられる。すなわち． ここの群落はビロウ樹を優占種とする極相状

態にあるといえる。

－4－



茨Ⅶ　　森林低木膚（破産）

l
P　査

植 物 名 区
ヽ

I l　　 Ⅱ． Ⅶ 計

分　　 布被　 慶 個 体 奴　 度 体 被　 慶 個 体 均被 （％ ）胞 体

階　 級 数 階　 級 教 階　 級 数 慶　 0
数

ピ　　　 ロ　　　 ウ 4 9　5 5 2 5 2 4 2 0 9 2 1 8．4 1 5 5 る 亜 熱 帯

イ　 ヌ‾　ビ　 ワ 2 1 5 ＋ 1 ＋ 2 8，7 1 1 d

ビロー ドクサギ 1 8 5．5 5 8 九州南部

ノヽ　 マ　　 ビ　 ワ 1 ＋ 1 9 11 6 4 0，6　8 8 5

シ ャ リ　ン ノくイ ＋ 4 0．1 7 4

モ ク　タ　チ バナ ． ＋．－ 1 ＋ 7 ＋ 5 0．1 1 1 3 亜 熱 帯

ツ　　　 ノく　　　 キ ＋ 1 ＋ 1 0．0　占 2

ト　　 ベ　　 ア ＋ 2 ＋ 5　 ニ こ．0ご0　ム 7

．シ　 ロ　 グ　 モ l ．＋ 5 0．0 1 5

調 査 年 月　 日 4 4年 8 月 1 5 日 4 5 年 8 月 1 7 日

草本層（？る性植物を含む）：森林調査の上からは最下層部の草本層はあせり重要ではない

が．森林の下にどれ程の革が生えているかを知るために被度で調査した。 ただし．つる性

楷物については破産測定がむずかしいので個体数のみにして． 被慶階級はすべて〔＋〕と

した。（衷Ⅳ）。結果はどの調涯区でも1％以下で． この森林は高木ト低木が繁茂してい

る（特に低木層ではビロウだけで． 218・41％もある）ため． 森林下層部（草本層）まで

1
は光が到達せず草本層は貧弱でも’る。さらに，強烈夜光がないということは亜熱帯性とし

ての特徴がなく走るということに－走れここには南方系の植物はただ一種をみるにすぎな

い。もっとも，光がなくても屋久島等の転注位森林ではノ、ナガサノキ等がみられるが． こ

こにはそのようを種も見られなかった。

表Ⅳ’森林草本屑（被慶）

栂 物 ‾，票 ．壷 区 ． 、I 一弾 ・〕・ ー　　 丑 Ⅲ 計

分　　 布破　 産 ．個 体

階　 級　 数

被．慶 二個 体

階　 級　 数

被　 慶

階　 級

個 体

数
平均被慶（瑚

個 蘇 ‾‘

数

オ・上 ヤニ‾ブリテヅ ヰ る ＋ ．3 0．3　7 9

リュウキ・チウヤプラゾ ＋ 3 ＋ ム 0．2 9 9 亜 熱 帯

カ　 ン　 ス　 ゲ ＋ 2 吼 1 8 2

フ　ウ ト　ウカズラ ＋ 1 A ＋ 1 占 5 0
ー

へ －ク　 ソ カニズーラ ＋ 1 0 ＋ 1・5 2 S

テ　 イ　 カ　カ ズ ラ ＋ 4 ＋ 4 8

ム　サ　 シ ア ブ　ミ 十 4 十 Z る

ヒ　 メ　 ド　 コ　 ロ ＋ 1 ＋ 2 5

ツ　　 ワ　　 7 °　 キ
l

＋ 1 1

，j L j L j ス ウ リ l ＋ 1 1　 1
静 調査せず　　　 Ⅱ．Ⅲの調査 年月 日 ：4 5 年 8 月 1 7 日
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全島の植物：調査区内については種類が判っているが． この調査区外に他の植物があるので種類

たけは全島について調査した。 これで完全とはいえないが． 一応59種を認め． そのうち．南

方系1占種があった。 （表Ⅴ）。 衷Ⅴによると． 日の当たるところ‘に種類数が最も多く24種

で． そのうち9種． すなわち37％が南方系で． 森林内木本では18種で． そのうち5種． 1°

％が南方系． 森林内草本では17種のうち4種． 約24％が南方系ということにたわ，日の当

たる所では種類数も多く． 亜熱帯という特徴が最もよく現われている。

表Ⅴ

（日の当るところ）

海岸及び森林周縁部

1．コゴメマンネンクサ（亜）

2．ホノバワダン

3．ツメイワレンゲ

4・シャチカラシン（（九南）

5．オクシマギク（亜）

占．コウボウムギ

7．フジナデシコ

8．ソナレムグラ（亜．熟）

9．ポクユ′ポウ7

10．サダソウ（亜）

11．トキワス． スキ

12．マノレてこクケイ（垂．熟）

15．オここヤブマオ

14．サツマサンキライ

15．ソテツ（亜）

1ムツノレウメモドキ

全島の植物　（全部で59種，南方系1ム種）

17． ツ　　　ル　　　ナ

18． ハス　ノバカズラ

19． ハダカホホズキ

20． ′、チジョウイノコズチ

21． シャキケマン（亜）

22． ハ　マ　ヒサカキ

23． ハ　マ　ポ　ッ　一ス

24． ト　キ　ワ　ススキ

24種中9繹南方系

森林木本

1． ビ　ロ　ウ　（亜）

2． ハ　　マ　　ビ　　ワ

3． モククチバナ（亜）

4． イ　　ヌ　　ビ　　ワ

5． シ　　ロ　　グ　モ

占． オオムラサキシキブ

8． ツ　　　ハ　　　キ

9． マ　　　サ　　　キ

10． ビロードクサギ（九両）

11． シ　ャリ　ンバイ

12． ム　ク　　ロ　　ジ

15．7　カ　メ　ガシワ

14． カラスザンシ富ウ

15． ネ　ズ　ミ　モ　チ

16． ヤ　　　ツ　　　7

17．7　コ　ウ（亜）

18． ツ　　ル　　グ　　ミ

18種中3種南方系

森林内草本

1．オニヤプソテア

2．リーウキュウヤプラy
r亜）

7． ト　　　ベ　　ラ15． カ　ン　ス　ゲ

一ムー・

‾－「

4． フウトウカズヲ

5． へク　ソ　カズラ

占．テイカカズラ

7．ムサシアブミ

8．ヒメドコロ

9．ツワブキ

10．キカラスウリ

11．アキノノダシ

12．イシカクマ

13．オオハング

14．オニクビラコ

15．クマクケラン（亜）

1占．クワズイモ（亜・熱）

17．ぎすけ、（亜・熟）

＼
7種中4種

南方系



種　　　名

1　ビ　ラ　ア　ナ　ゴ

2　イ　ポ　ア　ナ　ゴ

0　5　ツ　タ　ノ　バ

4　オオ　ツ　タ　ノノ、

5　　≡ノ　メ　ガ　カ　サ

る　ウ　　ノ　ア　シ

7　コウダカアオガイ

0　8　7ミガサガイ

9　カ　サ　ガ　イ

10　コ　ガ　モ　ガ　イ

11　7ラレクマキビ

12　イ　ポク　マキビ

013　ク　ポ　ガ　イ

014． へソアキクポガイ

15　メ　ク　ラ　ガ　イ

1°　パ　テ　ィ　ラ

17　ヒ　メクポガイ

18　ク　マノ　コ　ガイ

19　ウズイチモンジ

20　ギン’タ　カハマ

21　ア　マ　オ　ブ　ネ

022　ア　マ　ガ　イ

23　イシダクミアマガイ

2　4　コウタカサザエ

2　5　サ　　ザ　　ェ

26　ウ　ラ　ワズガイ

27　メオニノツノガイ

28　ス　ズ　メ　ガ　イ

29　7　ワ　ブ　ネ

050　ク　ルス　ガイ

31　ト　　ミ　ガ　イ

5　2　バナールこしキ

ビ． ロ　ウ島の月目録

科　　　名

み　み　が　い　科

み　み　が　い　科

っ　た　の　は　科

っ　た　の　は　科

っ　た　の　は　科

ゆ　き　のか　さ科

ゆ　き　のかさ科

ゆ　き　の　か’さ　科

ゆ　き　のか　さ　科

ゆ　き　のか　さ　科

えぞたま　きび科

えぞたまきび科

に　し　き　う　ず科

に　し　き　う　ず科

に　し　き　う　ず科

に　し　き　う　ず科

に　し　き　う　ザ科

に　し　き　う　ず科

に　し　き　う　ず科

に　し　き　う　ず科

あ　ま　かぶ　ね科

あ　ま　かぷね科

あ　ま　かぶ　ね科

少　ゆ　う　てん科

少　ゆ　う　て　ん科

り　ゅ　う　てん科

かにのつをがい科

すずめが　い科

か　少　はが　さ　科

か　カ　ばが　さ　科

た　ま　が　い　科

た　か　ら　が　い科

－7－

分　　　布

屋　久　島　以　南

′J、笠原以南

奄美大島以南

奄美大島以南



種名

35メダカラガイ

054カノコダカラ

055シロイガレイシ

3占レイシダマシ

057シマレイシダマシ

058テツレイシグマレ

C）39クリフレイシ

（⊃40キナレイシ

C）41・フトヒメヨウラク

042ウネレイシダマシ

C）45オハグロレイシ

44ガンゼキポラ

C145オニサザエ

C14るイポニシ

47シラクモガイ

048ヒメヨウラク

49イソニナ

50ノくイ

51ムシロガイ

52ヒメマルフトコロ

55クモトガイ

54マツムシ

（⊃55イポフトコロ

（⊃5占フトコロガイ

57キバクケ

58ヒメイトマキポラ

59ヤクテガイ

C）る0コシマヤクテ

C）占1シマオ・トメ

Cl‘2ミヨリオトメ

045ミダレシマヤクテ

（つる4チャイロオトメ

科名

たからがい科

たからかい科

あくきがh科

あくきがh科

あくさがい科

あくきがLへ科

あく尊が1い科

あくきがい科

あくきがい科

あくきがい科

あくきがい科

あつきがい科

あっきがい科

あ　っ

あ　っ

女
、
V
き

がh科

がい科

かぶらがい科

えぞはい科

えぞはい科

むしろがい科

ふところがい科

たもとがい科

たもとがい科

友もとがい科

たもとがい科

たけのこがh科

いとまきほら科

ふでがい科

ふてがh科

ふでがh科

ふでがい科

ふてがい科

ふでがい科

－8－

分　　　　布

奄美大島以南

九州南部以南

l・ノ

種　子　島　以　南

九州南部以南

奄襲大島以南

奄美大島以南



種名

○占5ビゼンツクシ

ddスジイモガイ

d7マダライモ

Od8ジュズカケサヤガタイモ

占9ミスガイ

070キクノバナガイ

071カラマツガイ

072コウダカカラマツ

075カリガネエガイ

74エガイ

75ムラサキインコ

7占シロアオリガイ

77カイシアオリ

78ナデシコガイ

079オハグロカキ

80トマヤガイ

081ヒトコギク

82不明種1

種の同定に使用した参文献

○印は今年採集した貝

科名

ふでがh科

いもがh科

いもがh科

いもがh科

みすがh科

からまつがい科

からせつがい科

からせつがい科

ふねがい科

ふねがい科

hがい科

しゅもくあかカがh科

しゅもくあおりがい科

したヤがい科

いたはがさ科

とまやがい科

きくざるがい科

原色日本貝類図鑑

続原色日本貝類図書

原色世界貝類図鑑

分　　　布

種　子　島　以　南

九州南部以南

奄美大島以南

鹿児島大学大迫先生の同定による。

－9－



員の相に掬　して

この島の海岸には砂浜が少なく．殆んどが堆積岩であるために．2枚月は少なく82種中に9種

しか採集できなかった。しかし．ここは人があま少来ないこと．田尻部落の住民もあまり貝を食べ

をレ1こともあって．アナゴの類は数量的にも多く，又その個体も大きい。

島の周囲には黒潮が来ている関係で南方系のものがかなあれ82桂中13種即ち16％程で

ある。このことは植物和が59桂中18種，即ち24％からすれば少し落ちると考えられる。この

教は種類の上からのことで，実際には一定区域内の貝を全部採集してその個体数よカ優占種を調べ

る必葦があると思うが今回はその調査は行走ってない。しかし大体の傾向としては．潮間帯の上部

ではアラレクマキビ．イポクマキビが多拍抽帯のところではタイドプールにメクラガイ．アマオ

ブネ，アマガイ，コウダカサザエ，ヨメガカサを認めた。潮間帯の下部（革も海に近い）になると

ヨメガカサ，ヒラアナゴ，イポアナゴ．ウラウズガイ．エガイ，ムラサキインコ等を認めたが，ビ

ラアナゴ以外は本土で沓通に見られる種で特に南方系のものは見られなかった。

結 論

ピロー島の植物は森林域においてはピロウが優占種で，これにハマビワ，モクタチバナ等が混生

して．ビロウーハマビワーモククチノくナ森林を形成している。 森林の下の低木層においてもビロク

は群を抜いて高い優占鮭を示し． ハマビワ，モクタチバナもかなか生育しているので，ここの森林

は極細となっており，今後人為的をものが加えられ夜いかぎれ現在の景観を維持するものと思わ

れる。森林下の草本層は上層部の高木，低木が繁茂しているために生育は極度貧弱で，不毛に近く

貰性格物が若干あるにすぎない。 海岸の荒地になると，ここは太陽日射も強く，亜熱帯としての特

徴も森林以上に著しく． 岩の上にはコ． ゴメマンネングサ． ホソノくワダン，ツメイワレンゲ等の高温

乾燥に強い植物がよく生育してかれ約40％が南方系植物となっている。 この島が南方系特徴を

持っているということは植物では勿論，貝についてもいえる。 それは採集した12％の種が南方系

のものであることが． このことを示している。

ー1ロー



佐　多　の　プ　ラ　ンクト　ン

3年4、倉勉

8月．1占自任多田尻海岸にて． 午後4時と午後11時の2回採集した。

〔方法〕

今回はアすべの描写装置と写真撮影を記録に用いた。 固定はホルマリン。 見つけやすくするた

めに，遠心分離機でプランクトンを分離した。 顕微鏡の倍率は100～去00倍。 写真撮影の場

合．露光1～5秒。 また照明装置を用いた。

〔結果〕

珪藻類

Rhlゼ08010nlabOrEOhliI王． PERAOOlもO

Cosclnod＿18cuBaOterOmphalu． SEHRE墨BERO・

ThalaBSiothrixfrauenfeld，iiGRUNOW

有色鞭毛類

CeratlumfuEu8（EHRENBERO）工UJAR】〕工N

Ceratlu』1：㌣は6u8Var． SetarEHRENBERO）

CeratiumtripoBVar． atlantiqumoSTENFELD

CC，ra． tiumd． eflexum（KCFO工I））JOR〔目玉NSE虻

Cera′tiumna88111。 nSe（OOURRET）JORO・ENSEN

Coratil1mf11rCa． （EEREN丑ERO・）DUJARDIN

Cer8． ℃iuェnmaCrOCerO白（EHRENBERO）chEVE

Cera． tiじmStrlctunKOPOII）

Ceratl11meXten白um拍ouRR王昔）C工JEVE

PyrophacushorolOgleum

藍藻類

Trlchod＿eBmiumthO廿autiOOMO対で

榛脚類

でigriopu83aponlc118MORIS

Cory，CaeuEIBpeCioeuBDANA省

AcartiaclauE；iのnauPllu． 8期幼生

01thoha，pl11m1fOraノBAIRエ）
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暖海外洋性

熟帯より寒帯

暖海内湾

曖i海

熱　帯外洋性

熱　帯外洋性

援　海

暖　海外洋性

曖　海　内　湾



その他末判別3種

オキアミ類

末判別1種

ブルテクス幼生

以上のものが確認まれた。 これよ少見ると南国の海で外海であるといえるようだが，また． 内湾

らしさもある。事実，採集場所は外海で按あるが，少し湾状をなしたところであった。 ビロウ島付

近で採集したら．結果は少し異なるだろう。 去年調べた磯海岸の場合，珪藻穀が多かったのにくら

べると．佐多の場合は権脚類が多かった。 梼脚類を見るのは今回が初めてであれ査定に手間どっ

たが，なんとか4種だけは同定できた。 保育社の「海洋プランクトン図鑑」と「プランクトン図刻

を使用した。

〔感想〕

今まで海洋プランクトンのみ調べてきた。 その種類と分布のみ調べて個体数などは調べなかった。

海洋プランクトンを調べてみて． つくづく似たものが多いことに気づいた。 ′これを調べるのは根気

がいる。似ているものをちょっとした違いで分けるのだから。 顕微鏡を5時間も見つづけると目が

疲れるし．だレHハち飽きがくる。 それに不慣れをものだから． ちっともはかどらない。 こういうも

のはひとりでやるよりもグループの方がやわやすいと思う。 また，海洋プランクトンにくらべると

淡水プランクトンは手近に，どこでも見つかるからかもしろいかもしれない。

今回は写真撮影をすることができた。 また，染色もしてみようと染色液は作ったが，とうとうや

らなかった。染色したらいろいろ気づくこともあろう。

12・－



癖帽子岳採集会

2年米元由美子

45年7月25日． 夏休み初めに採集会を催した。この山は標高約522mで海岸よりの直線距

離は5kmほどで鹿児島市と揖宿郡．川辺郡との境にある。行きは西駅よウ平川まで汽車で，そこか

ら山の麓まで4k皿ほどのゆるやか夜道である。山に入る手前の所に′J、号を小川があ少水田の用水路

になっていたが．そこでプラナリアを3匹採集した。夜か．ここ杜地図の上では標高約200mで

ある。ここよカ1血程登ると水飲み場があったが，ことではプラナリアは採集でををかった。ここ

から道端にある棺物の椎を版に記録したが，森林は主としてヤブニッケイ・バクサンボク・ヒサカ

キ・マルパウツギで森林の下層部には．ウラジロ・ツワブキ・キサコウバグマ等が生育していた。

帰路は来た時と同じ道を通らず南側の道を選んだ。頂上より10m下った所に水飲み場があり．

そこでプラナリア51些採集した。

以下コース頂に調べたのを記載します。

シイの林よ少記銀

1　ゴ／ズイ

2　ゼン＝マイ

5　　ツワブキ

4　キイチゴ

5　コンテリギ

d　ススキ

7　マルバウツギ

8　　アユイチゴ

9　キツネザサ

10　チヂミザサ

11　ネムノキ

12　へクソカズラ

15　コシダ

14　カニツリグサ

15　ムラサキシノブ

1る　ネズミモチ

17　ァラカシ

18　クワキ

19　コジイ’

20　バクサンボク

みつばうつぎ科

せんまい科

きく科

hばら科▼：

ゆきのした科

ほもの科

ゆきのした科

いばら科

はもの科

・ほもの科

まめ科

あかね科

うらじろ科

ほもの科

くまつづら科

ひひらぎ科

ぶな科

にしきぎ科

ぶな科

すhかずら科

21　アマクサシダ

22　　ヤマフジ

25　ノイバラ

，2　4　　キブシ

25　　ノブドウ

26　イクジィ

． 27　7カメガシワ

28　　ウラジロ

29　ノキシノブ

5　0　　イヌビワ

31，ツバキ

52　　タブノキ

55　カラスサンシ雪ウ

34　ソメイヨシノ

35　イナカギク

3d　スイカズラ

57． ツルメモドキ

58　ェバノクツナミソウ

39　アマクサシダ

40　ハナイカダ

ー13－・

うらはし科

せめ科

いばら科

きぷし科

ぶどう科

ぶな科

とうだいぐさ科

うらじろ科

クらほし科

くわ科

つばき科

くすのき科

まつかぜしよう科

いばら科

きく科

すいかずら科

？

くちびるはな科

うらはし科

ががいも科



41　オカトラノオ

42　　エゴノキ

43　　フモトスミレ

4　4　　コガンクビソウ

45　ホラシダ

44　ハナミ　ョウガ

47　サジガニクビソウ

48　　ウマノスズクサ

49　　ミ　ミズパイ

50　　ミゾシダ

51　ホシダ

5　2　ヤクミソウ

5　5　　ヒサカキ

54　ナキリスゲ

5　5　ノアザミ

5ム　　ヒメドコロ

57　　ヌスビトハギ

58　ヒメユズリハ

59　　オニトウゲシバ

占0　7オツゾラフジ

81　ニガナ

占　2　　コノく／モチノキ

占う　　カナノキ

ム　4　　ム　べ

る5　　コバノミツバツツギ

45　ハマクサギ

占7　へラシダ

ム8　シャシャンが

る9　マルバシャリン㌧ベイ

70　　ハマセンダン

71　クマワラビ

72　ナツノタムラノウ

75　　ガマヅミ

74　ナツノク

さくらそう科

えこのき科

すみれ科

？

うらはし科

しょうが科

きく科

うまのすずくさ科

ほいのき科

うらほし科

うらはし科

きく科

つばき科

かヤつりぐ賃料

きく科

や壇のいも科

まめ科

とうだいぐさ科

ひかげのかづら科

つづらふじ科

きく科
？

くわ科

あけび科

つつじ科

くまつづら科

うらはし科

つばき科

いばら科

？

うら柁し科

くちびるばな科

すいかずら科

ぶどう科

75　リュウキュウヌスビトノ、ギ　ま　め　科

ー14－

7るトベラ

77ホソバイヌビワ

78サザンカ

79ノササゲ

80キンミズヒキ

81マテバシイ

82カンコノキ

85タイミンクチノサ

84ヤマニガナ

85クリノキ

8るワラビ

87ハイドクノウ

88イヌシデ

89ミツパアケビ

90りユウキュウコクラン

91ミヤマウズラ

92トンがノウ

93シュノラン

94タラノキ

95ヒメガンクピソウ

9占ノコギリシダ

97クロマツ

98ベニバナポロギク

99ッルコウゾ

100オニクビラコ

1017オモジ

102トウダンツツジ

105ナガイモ

104ヤプムラサキ

105クヅ

10る’アオキ

107ミツノくツチグリ

108サツマハギ

109ヒメハギ

110コガネギク

とべら科

くわ科

つばき科

まめ科

いばら科

ぶ夜科

とうだいぐさ科

やぷこうじ科

きく科

ぷ夜科

うらはし科

はいどくそう科

かげのき科

あけび科

らん科

らん科

らん科

らん科

うこぎ科

きく科

うらだし科

まつ科

きく科

くわ科

きく科

？
つつじ科

やせのいも科

くまつづら科

まめ科

みずき科

いばら科

せめ科

まめ科

きく科



111　ツルリンドウ

112　　ヤブニッケイ

113　　ヒロrノ、ノコギリシダ

114　　ヤマモモ

115　オオキジノオシダ

11°　　ワレモコウ

117　オオサンシ甘ウソウ

118　イズセンリョウ

119　　ヌルデ

120　クサギ

121　ナワシログミ

122　　ヌマダイコン

123　サネカズラ

124　　コバンノキ

125　　アケビ

12占　　ウマノミツパ

127　　ミツパゼリ

128　ノ、ゼノキ（ヤマハぜ・）

129　ここガキ

130　　イヌシデ

151　イヌザンショウ

132　ナンパンキブシ

155　　カナクギノキ

154　　ウラジロガシ

135　　ムサシアブミ

13占　　コナスピソウ

137　　ツポグサ

158　　カタバミ

159　チドメグサ

140　　オオバコ

141　クマイチゴ

142　トウノくナ

145　　テイカカズラ

参道よカ境内

144　ツポスミレ

りんどう科

くすのき科

うらはし科

やまもも科

うらはし科

い　ばら科

いらくさ科

やぷこうじ科

はぜのき科

くまつづら科

ぐ　み　科

き　く　科

もくれん科

？

あけび、科

せ　り　科

せ　少　科．

はぜのき科

にがさ科

かばのき科

まつかぜそう

．

7

つ　つじ科

ぶ　凌　科

てん夜んしょう科

からかさばを科

かたばみ科

せり科

かおはこ科

当
．
い

日
よ
「
l
1
．
1
1
．
．

一

い　ばら科

くちびるばた科

きょうちくとう科

すみれ科

りの

ー15－

145　ウマノアシ’ガク

14d　アカガシ

147　ヒトツノく

148　カナワラビ

149　7メゾク

150　イノコヅナ

151　ミズヒキ

152　カツモウイノデ

153　ソワズ

154　コクサギ

うまのあLがた科

ぷ夜科

タらほし科

うらはし科

うらほし科

ゆ少科

た、で科

うらはし科

すいかずら

まつかけそう科

帰路南側へ下って上水道用水路に沿って下

山した。ここには大きな旧道があれ大形善

本．つる性植物が繁茂し先を進むのが夫へん

を苦労だった。ところどころにアケビ・ムベ

クリ等の郡落があ少秋にはその果実が楽しみ

と思われたロ

155キリノキ

15dウリノザ9ヵェデ

157イワガネソウ

158ボタンヅル

159フキ

1る0フクリシズカ

1占1キカラスウリ

1占2，ハコベ

1占うヘビイチゴ

1る4セキショウ

1る5ヤツデ

1ddイクドリ

1る7アマチャゾル

1占8バリバリノキ

1る9キジノオシダ

170コアカソ

171メヤブマオ

こせのはぐさ科

かえで科

うらはし科

きつねのほたん科

キク科

せんりょう科

うり科

なでしこ科

いばら科

まといも科

うこぎ科

たで科

うり科

くすのき科

うらはし科

hらくさ科

hらくさ科



172　ヨメナ

175　　ミ　ソソバ

174　　アシ’ポソ

175　コオニユリ

17d　　ホトトギス

177　　シキミ

178　イダケ

179　イヌガヤ

180　リュウキーウイチゴ

181　7キクミ

182　センダンクサ

185　　ウナギズカミ

184　メドハギ

185　イヌカ／ピ

18る　コモチシダ

187　アカネ

188　クサイチゴ

189　グンノショウコ

190　メカルガヤ、‘

き　く　科

た　で　科

は　もの科

ゆ　り　科

ゆ　少　科

もくれん科

か　らか科

は　もの科

いばら科

ぐ　み　科

き　く　科

た　で　科

せ　め　科

じんちょうげ科

うらはし科

あ　かね科

い　ばら科

ふうろそう科

掩：もの科

191　ドタダミ

192　オオイクビ

193　　ウジクサ

194　ネコヤナギ

195　　チゴササ

19d　ホソイ

197　アゼオトギリノウ

198　7カノくナ

199　　ヒナギキョウ

200　ク∴／キリマメ

201　エビゾル

202　7オツゾラフジ

203　ホウロクイチゴ

204　　センニン′ノウ

205　　ナナメノキ

20占　　ツユクサ

－1占－

はんげしょう科

く　わ　科

せ　め　科

や　なぎ科

ほ　もの科

かやつ少科

かとぎ少そう科

あかはな科

ききょう科

ま　め　科

つづらふじ科

つづらふじ科

い　ばら科

きつねのぼたん科

もちのき科

つゆく亨科



動物組織の標本の作少方

1年奥浩昭

動物の縫紋を観察しょうとする場合．それを直接蹄徴鏡を通して見ようとすれば．その細緻が生

命現象を営んでいる以上，目的を達成することは極めて因難である。しかし．その組織をある瞬間

の－・定の状態にとどめておけば．詳経に調べることも可能と走るqそこで，次のような順序を踏ん

で，組織の標本のようなものを作るe

1固定

目的細胞組織は生きた状態では絶えず変化し易い性質があるので．これをある瞬間に

於ける生きた状態をそのま・ま変えさせ食いように固定する。

方法組級をなるべく′J、片にして． 厨定液が全体によく漫み込むようにする。

固定液

ブプ∵／氏液

1t

ピクリン酸（水に飽和させる。 ）

フォルマリン（市販の40％のもの）

氷酢酸

5　　5　　11

2硬化

目的1の段階である程度固くをった組織をさらに固くする。 す夜わち，切片を作ると

き埋めるパラフィンと大体同じ硬亨にして，切断きれ易い状態にするのである。

方法70％アルコールに3時間位． 更に90％アルコールに2時間程入れておく。

5脱水

目的麒徴鏡で観察する為に標本を作ろ時は組織の水分が完全に除かれている事が保有

の為に必要である。 後に切片を作る時も． パラフィンのよクを水と混合しない物質

を浸み込ませるので，その為にも完全に脱水せわは走らをレ。

方法硬化した組織を70％，80％，90％，95％，99％の各アルコール容液に

それぞれ5ロ分ほど浸たし． 最後に，無水のアルコール（アブソリュート）で完全

に脱水する0夜か． アブソリュ二トを作るに軋98％溶板に無水の硫酸銅を加え

ればよい。

4透明化

脱水された組織片をキシロールに入れて透明にする。 キシロールを用いるのは透明

にするばかりでなく． アルコールを追いだし． 後に用いるパラフィノくルサムが入少易

くする為でもある。 キシロールは水分に非常に敏感で． 組織の脱水が少しでも不完全

であると． すぐ白濁する。 このようを時は脱水をヤクかえをければいけない。 をかキ

・－17・－



シロール中の時間は50分以内にする。

5埋没

透明にしアルコールを追い出した組織片は最後にパラフィン中に埋めて切断し易い

形にする。

用意するもの

軟ノ〈ラフィン融点450Cのもの

硬パラフィン

了
！

・
－
・
、
・
ノ
　
ー
－
・
し

患量比

融点450C4

5PC8

400C2

パラフィ／溶炉の中に上のような2種類のノくラフィンを溶かしてかく。

①パラフィン溶炉の外側で暖めをがら． 絶縁片の入っているキシ′ロールに軟パラフ

ィンを薄い片に切って入れる。 （キシ′ロールパラフィン）

②キシロールノくラフィンから絶縁を取り出して溶炉中の軟パラフィ／の中に入れる。

そしてこの中に550CからdがCに約15分保ち． 次に硬ノくラフィン中に移し15

分置く。

③適当を小さい埋没皿の中に同温度の硬パラフィンを流し込み． その中に細粒片を

入れ． 方向を正しく整える。 そして空気中に暫時放置するとノくラブインの表面に薄

い陳ができかかる。 この薄膜が衰面にでき，内部が夜か撒状のとき． 埋没皿を水中

に沈めてパラフィンを固める。

る切片法

組織片を含んだ貯まったパラフィン塊を′J、刀で小さく正しい形の立方体に切り，適

当にミクロトームでそれを約10〟の厚さの切片に作る。 パラフィン塊はミクロトー

ムに国着させ． パラフィン塊の端の蘭とナイフの棟とが平行になるようにする。

7切片の貼附

大によりできたリホ㌧／（ミクロト∴ムにかけてパラフィン塊を薄く切ったもの）を

適当を長さに切り，それをスライドグラス上に貼附する。

①鶏卵を到って卵白のみをビーカーに取カ． 薯で強くかきまわしてからガーゼで

しめしこれに等貴のグリセリンを加え卵白グリセリンを作る。

㊥との卵白グリセリンを細い硝子棒の竜につけて極めて′j、畳スライドグラスにつけ

吋，′ト指の冤でこの卵白をスライドに塗りひろげるd

③このスライドに少量の水をのせる。 そして切片を水の上に浮かせる。 切片を方

向を正しく配列してから． 火で暖のるとノベラフィンは徐々に十分に延びて同時に

－18l・



スライドグラスに密着する。

8染色法

用意するもの

へマトキシリン． エオシソ． 塩酸アルコール

①切片をのせたスライドをキシロールに入れ10分間おく。

②パラフィンがとけたならば，次にはキシロールを追いだすために無水アルコール

に1分間入れる。 そして順次に99．95．90．88，70％アルコールにちょ

っとつけてから． へマトキシリン液に移し染色をする。 大てい30分缶で染まる。

③次にスライドを塩酸アルコールに入れ． 2～3回ふると紫色に染色したものが赤

くなる。 そうして余分の色素が除かれて核だけがよく染まって見えるようになる。

（分別という）

④分別が終わったら，スライドを水道水で流しをがら塩酸を洗いかとす。 そうして

いるうちに切片の赤い色が灰色の感じにをる。 これでへマトキシリンによる核の染

色は終了する。

⑨次に． スライドを水から膿に70，80，90．95．99％アルコールに移し，

最後にエオシソ液に入れる。 3～5分でよく染せる。 これでエオシンによる染色は

終了する。

9封入

最後に標本を観察に供するように：且つ保有にたえるようにする為に封入する。

①99％アルコールで分別したスライドをアブソリュードに入れ5－4回ふって完

全に脱水する。

（診次にアルコールを追い出すためにキシロールに入れ2～封軋ふれ∴巌後にバルサ

ムで封ずる。



続，ネズミちゃんだ†いすき

3年横井京子

＼
「あの……これ． ほしいんですけど，どれくらいの大ききになるんでしょうか……J

大きさを気にかけるのは大部分が女の子です。 見るとA箱の母ネズミをだhている。 ということは

ラットとマウス．つま少ノ、ツカネズミ種とドブネズミ樺とを同一視してレ． 右のでしょう。

「これが限錠ですけど……。」

ハツカネズミ種（さhs m118e－ユユus）　住宅に侵入することがあるが実害は少ない。

ドブネズミ種（Rattlユe nOrVOgicu・8）　住家性でこれによる被客が最も多レ1。

まず最初にことわってかきますが． ネズミ同頭にイヌ・トリ・ネコ・ヒトも臭いのだ！

ハツカネズミはもともと野性の動物だし． 私の友達はマスコ，トとして部屋の中に敏飼している

のですが，あのかわレ㍗ハネズミちゃんをオリの中にとじこめて飼う人がいるそうですね。子ネズミ

がまちがってその外に出た時．野生ネズミにユーワクされてユーカイされて殺されてしまったら

どうするのでしょう。かわいそうに！ たしかに巣箱を滞潔に保つには便利ですし． 見た目にもきれ

いですが，私としては体裁のレしハ木箱の方をかすすめします。この方が穴をあげられた時にも修理

しやすいものですから。そして中の密度をあまり高くしないように。 （しかしそうをったときでも

たいじ1うぶ。年有事争と不快指数との関係で適当に鼠邑薬理と産児制限をしてくれます。 ただし

嵐員整郡とは俗にいう「ともぐい」のことです）

025（¶×1占飾X12C邦の巣箱の中に敢匹のネズミを入れた時の2週間後の変化

1．オスのマウス10匹を入れた場合

いちはん小さいマウスが5日目に死に． 最終的には9匹になったが，死んだマウスの体は

かなり食べられてレ、た。 また非常にけんかをしやすくなった。 その中にほかの巣のマウス

を入れると． メスに対するのと同じ反応を示す。

2．メスのマウス10匹を入れた場合∵

体の比轍励、書を2匹が4日目と・1q月日匪死に（頭にかみ傷がある），最終的には8匹

になった。 けんかはあまりしないが，・か葱少気がたっている。 ほかの巣のマウスを入れた時

は，オスに対するのと同じ反応を示す。

5．メス5匹． オス5匹を入れた場合（メスのうち1匹は妊娠していた。 ）

体の比較的小甘いオス2匹とメス1匹とが死ぬ。 そのうち1匹は． 妊娠中のメスが栄養不

一20－



足に希って共食をしたものらしい。 途中で子どもが生まれたらしいが． そのうち2匹が見す

てられて死んだらしく． あとの1匹は肉片として見つかった。 つまカ単の密度が高レ、ために

殺したのだと思う。 ほかの巣のネズミを入れるとそのマウスをかいだしにかかる。 ほかの巣

にくらべて． 性欲的に満足しているものと甲、われる。

5．ラ，トをオス． メス各一匹ずつ入れた場合

生まれた子どもを育てた形跡がまったくない。 つま少生みっぱ夜し。

だから，かわいい状態のネズミを楽しみたいの夜ら，十分を運動ができるところに入れてやって

ください。そしたら今にかわレハハ子どもも生まれますよ。 ふつうは4－8匹ずつですけれど． 性格

がすこしずつちがっているのです。だから子ネズミに名前をつけて区別することもできますよ。

0もよう，性格で．一緒に生まれた性別の同じネズミが一卵性か二卵性かを判断する

－失敗。ただし同じ兄弟でも強い方がききに大きくなることと，ネズミ一般として色の中では

革に赤色に対して非常を興味を示すことがわかった。

でも，オスとメスとの性格のちがいはどうにかわかりました。

0オスとメスの性格

メス－一般に督戒心が強く反応が早い。 慣れないにおいのある物に結． 巣の虞にたまったも

のをその上に前足で押すようにしてもカあける。

巣の作り方は具体的で． 妊娠中には巣の材料のあつめがとくに活発になる。

オス－一般にメスほど啓戒心が強くなく，反応もメスより遅い。 慣れをいにおバハの物に注反

応はあるがメスほどではない。 メスどうLよりはげしいけんかをする。

柴の作り方はそれほど具体的ではないし，材料を十分にあたえた場合に杜浪費する傾

向がある。

夜わば少のようをものがあるらしいがはっきりしない。
．

また，同じ親から生まれたものは． 別々にして育てたりほかの親から生まれたものと一緒に育て

たりしても，材料のかみくだき方．つみあけ方夜ど，親と同じように巣を作り． 冬にそなえての巣

の作り方もよく似ている。

開くところによると． 脳下垂体を切りとるか傷をつけるかすると栄作りの材料のつかい方がへた

になるそうですね。運動の聯能と性欲・生噂作用に関係があるそうですが－悩下垂体に傷をつけ

るなどという実験は高校ではできないし．そんな残刻凌こと私にはとてもできません！ だって私は

ネズミちゃんがだ－いすきだから。

－21－



自　然　に　親　し　む

2年有馬理

1D月2日． 我々生物クラブは．二駐日の桜島での採集会に行った。

採鎮台といってもただ一種の植物の実“ムベ’’を採集する為である。一行占人は．午前9時に桜島

の白浜に向かって出発した。

白浜から左右にミカン畑を見ながらのほカ森林地帯に入る．．入るやい夜やみな休全体を目にして

ムベを享がす。しかしなかなか見つからない。付近の村の人の話しでは，今年はムベはたいへん少

ない，ということだった0我々はあせった．‘何の為に我々は汗水たらしてここへ来たのだろうか。こ

ういうことなら家で勉強をしていた方がよかった’’とはみな考えずに．イ園でもいいからお目にか

かりたいものだと，夜か前進した。‘‘ぁった”と視力2．0の日をもつ男が叫んだ。我々の目はある

一点に栗掘る。ムべの食べカスである。我々より先にここへきて．ムベの実を食った者がいたのた。

我々は考えた．見逃がした物があるので止をいかと，そして行動に移る。あった，待望の物が！か

ずらに1個．2僻とすぐに太で即席のムベちぎり板を作打つ叫にそれを手にしたのだった。なお

も前進し．途中何ヶ所かで採壊し．12時すぎ昼食をとった。みなかねてに貴い運動をしてれ食

事が進む。しかし．意地きたなくも弁当を持ってきていないものがし1た。人の弁当をねらっていた

のた。みな．自分一人の分でさえ足りないものを．他人にやってたまるかと．一時は思っていたか

い表し1か軋知らないが．分け合って食べた。実に，いや普通のほほえましい光景であった。そし

て．持ちに待ったムベの試食であった。（もっと前に試食して高た者もいた。）甘い実をロいっば

レ、につめこみ．糟を出す。たいへんよい口の遊動になる。なりすぎるほどでもあった。写真もとり

、また前推である。今食べた分をとりかえす為である。途中に咲いている花の中を先生に聞きをがら

進む。あるある．あの木に，あちらの木吃我々絃たた一価の為にでも死ぬ思いで木によじ登った。そ

の頃から桜島か．火山灰を我々のいる一帯にまき散らし結めた。さらさらと川のせせらぎにも似た

晋をたて奇がら。そこで．我々は，土産に持って帰れるほど採集したので帰途につく。みんなの顔

は灰で真っ黒．いヤ真っ白に．彼らの自慢する一張羅のかっこいい般もうすよこれ．破けていた。

公害．宅地化などにより我々の回りから自然が矢をわれつつある。自然に親しむこともめったに

できたくたった。我々は自然に親しんだだけでも生物部に入っている価値があったのでは夜いだろ

うか。
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拡 散

2年下之角正隆

目的殆んどの生物がロから食物をとり入れているわけだが． それらの食物に含まれている総

てのものが細胞膜を通りぬけることができるかどうかを調べてみた。

実験道具ビーカー． セロフ丁ンの薄膜，輪ゴム． 1多のテンプン溶液． 薄いヨウ素溶級． 試験

管。

図Ⅱ

、、一一号セロフ1ンの薄摸

一チ1％のデンプン溶液

薄いヨウ素溶液

tまず食物が取り入れられてから． 口．胃，十二柏陽，腸などといろん貴君雑書を滴って行くわけだ

が．その滑程におぺハて取り入れられた食物は消化液中にある酵素の働きによってだんだん小さな粒

子へと消化亨れて行く，いよいよ吸収され栄養分となるわけだが． 私達の体というものは総て細胞

からできておりこれらは半透性脛を持っている。 ここではある程度以上の大きさのものは通れない

だろうと推定される。だからここで上図の実験をしてみた。

図I試験管の中にヨウ素溶液を入れ，1多のテンブン溶薇の入ったビーカーに入れてしばらく放

っておくと． 次第に薄いセロフ丁：／膜のあたりがヨウ素反応をかこしてくるのがわかった。
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まだこのままでは，はっきりと試験管の内側か外側かわからなかったので試験管を持ち上げ

てみたところビーカーの底の方に青い色が葬って卦少このことからヨウ素溶液中のヨウ素分

が薄レいセロフ丁ン膜を通りぬけてデンプン溶液中に出てきたものと思われる。

図Ⅱ園Iだけではあまりはっきりした結果が得られなかったので，今度は図Iの場合とは逆にヨ

ウ素とデンプンとを入れかえてみた。 今度は図Iの時よりもはやく結果が得られた。 デンプ

／溶液の入った試験管内に下方より一本の線が過少上部の方が青くヨウ素反応をおこした。

この結果より判断して． ビーカー内のヨウ素粒子がセロフナン′膜を通りぬけてきたものとわ

かる。

以上のことより食物は消化され低分子となれ拡散により小腸柔毛より毛管へ． 更には全身へと

移動していくものと考えられる。



南西諸島の昆虫採集報告

2年大木洋一

南西諸島とは鹿児島県本土よカ南西に連なる島々のことである． 私は19る9年の貫に種子島に

また1978年の夏には与論島及び奄美大島，それに槍が徳之島に寄港した際上陸して昆虫礫隼を

行なったので．痍集及び自肇記録と共に気付いた事を簡単に報告する。 ＿なお．ほとんどが喋の記録

ばかりで他の昆虫の記録が些細なものになってしまい，また私の昆虫に対する末熱さから満足のい

かぬものになってしまったことをお許し棺うと共に． 何かの役に立ててもらえば幸いである。

なお標本は現在のところ私が所有している。

〔島の地形〕

丁　 島　 名 面積（浸） 最高点（m ）

種　 子　 島 4 4 7 2 5 8

奄美 大 島 8 7 5 占7 3

徳　 之　 島 2 5 0 る4 5

与　 論　 島 2 2 9 4

I種子島

◎19占9Ⅶ10鹿児島→島問→上中－ナ熊野

Ⅶ11熊野→坂井→野間→熊野

Ⅶ12熊野→野間→璃烏野

Ⅷ15熊野→西之表

◎行った所でも分かるように主に中種子を中心に歩き回った。 島の概観としては． 平麹で耕作地が

広く主にサトウキビ． 他にサツマイモをどが作られ． また海岸付近を中心に稲作も行なわれてい

た。従って原生林は少なから軒、

鱗四日

○アゲハチォウ科

アゲハやナガサキアゲハを見る程度であった。

○シロチョウ科

1． ツマ・べニチョウ

Ⅶ111．8目撃熊野～坂井川の脇の林の上を飛んでいた。

2．83巨憎筐坂井から少し西に行った所にノ」、さ夜池の跡のようを所があってそこに

生えていたギ可ポクの上及びその付近を一定の周期で飛び回り． 近くの人家の庭

に構えてあったクサギの花にも訪れていた。

Ⅶヽ1－2ム333♀♀野間にあカ土地の人々から薬草試験場とよばれている典業試験場内
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て1ち残りはそこより下に谷を下りそして前の場所よりやや南に位置すると思われ

る高台に上りそこで採敬した。 一夜か9頭ともブ，ノウゲに訪れたものであカ他に

カイコウズにも訪れていた。 また前に述べた谷には多くのギ者ポクがありまたツマ

ベニチ窟ウの個体数も多かったのに（おそらく数十頭目撃）何も発見できなかった。

2．モンキチ8ウ

Ⅷ1113野間の陸上競技場の横にあった中央公園というところで採集他に技採集目

撃共にしなかった。

○マダラチaウ科

ィ．カバ1rタラ

Ⅶ111頭目謹野間の中央公園の近． くで酎葺．追跡したが途中で見逃した。

Ⅶ151頭目澤西之表の港

このほかに12日にツマベニチ3クを多数採集した野間にある高台に∴Lウワクが

少し植えてあったので調べてみたが何も発見できなかった。

0クテパテaウ科

1．ツマグロヒ8ウモン

Ⅷ10上中にある南種子高校で数頭目撃

2．クテハモドキ

Ⅶ105恋熊野夕方，熊野に着いて弔近の巴の畦道などで採集した。

Ⅶ11約2口頭熊野一坂井個体数はかなり多く稲を刈った後に再び稲及び雑草がはえ

て来ている所． その付近の橘． 草地に多く，葦の丈が高いほど多い傾向があった。

吸蜜はスズメノトウガラシ及びスベリヒユの花で行なわれてしった。 お、そらくスズ

メノトウガラシで繁殖しているのだろう。

1． ・ri；・．

1．クマムシ

Ⅶ121頭野間のツマベこの所で述べた高台

2．キポシカミキリ（SSPlnslユ1a． riS）

Ⅶ121或野間の薬草試験場より下の谷に下りた所

5．ヤエヤマトラカミキリ

Ⅶ121頭野間の薬草試験場内

4．イカリモンバン′シ′aウ

Ⅶ117旗熊野海岸． 当地では少なくなかった。 叉群れを作る傾向は見られなかった。

5．ハラビロハンミョウ

Ⅶ111或熊野海岸に画して建っている国民宿舎「ツマベニ荘」の庭で． 他には見なか

った。

る．カブトムシ
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Ⅶ12採象はしなかっ

たが野間の電燈にかなり

飛来していた。

7．ノコギリクワガタ

Ⅶ12‘ヵブト虫と同じ

所にこれもかなりいた。

他にアオドゥガネが飛ん

で来ていたようであった

がはっきりしをレ。

これらめ他に夜には「ツマ

ベニ荘」の電燈にはコガネム
′
シ科をどが飛んで来たれ私

が採集Lをかったのでそれら

の種名は明らかでなレ1。

輯輪目

1．バネビロトンボ

Ⅶ101頭目撃熊野

の水田の上をウスバキトシ

ポ（多数）． チ■ウトンボ

（1諏）と混飛していた。

Ⅶ1118野間の中央

公園の池の上をウスバキト

／ポ（多数）と泡飛してい

た。

2．チ8ウトンボ

上記のバネビロトンボとの

混飛を目撃したのみ。

う．ウスパキトンが′

種 子 島 中南 部　 I

～

」侶璃島間1、、鳶 捌野間 西之表

く1歳 子島

CI
嘲 挺

－50・－・・・－

プ
0

．　 8

l

’　 0

1

ウ

奄彩 竿
徳 之 島 8 亀 徳

♂

ヽ ＼ ウ与 論 島

ヽ

・男 ・一・・一・・・・・・

！　 輪島
ヽ

＼

1部0

かO　　　　 i　　　 城

l

I

上記のノ、ネビロトンボとの慌飛以外にもあちこちで目撃

これらの他にギンヤンマらしきもの数頭目甥． ヤンマ科らしいトンボが野間にあった小寺夜鞄

を飛びまわっていた（Ⅶ［11）れその種名は明らかでない。

Ⅱ　徳　之　島

◎1970　°Ⅶ　2　鹿児島→

Ⅶ　5－す名瀬（2時間上陸）疇与㍉舌仁尾一斗亀徳（2時間上陸）
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◎上記したように2時間しか上陸し貴かった。

鱗麹目＿

○アゲハチaウ科

1． ソロオビアがノ、

Ⅶ51誘目撃亀徳

2． ナガサキアゲハ

1日5数頭目撃亀徳

0マダヲチ声倒

1． リ1ウキュウアサギすダラ

咽3． 亀庸一一一」威採集．1頭目撃
・－ノ翰昭白い

1ミドリナカポソタマムシ

＼旭ろ亀徳1頭アカメがツワを叩いて得た。

m与論畠

◎1970Ⅶ5亀徳（2時間上陸）→和泊→知名→茶花（午後11時ころ着く）一「ト

．那問i

Ⅶ4那問一う． 茶花→那周

Ⅶ5那間（那間′ト学雇にも行く）

Ⅶム那問一与‾赤崎海岸こ幸二城ヰ茶花→那隙

＿11
Ⅶ7那間（ほとんど一日じゅう那問小学校にいた）

Ⅶ8那日掛→茶花

◎小さな島で，平抱で奉れ主にサトウキビ，他にサアマイモ．
稲などが植えられていた。 私は那

問にある友人の家咋泊めてもらった。

鱗鞄Rl

Oセセリチaウ科

1． チキバネセセリ

Ⅶ52頭那間小トガリチャバネがはいってhるかもしれないが，一応チャノくネセセリ

で統一しておく。 那間′」、という所は花が多く，従ってそれらに集まる蝶の数も多か

った。

2． イチキンジセセリ

Ⅶ52頸那間小前種と共にセソニチコウヤヒ1ヤクニチソウの花に集まっていた。 他に

もセセリは多くヒメイチモ／ジなどが混ざっている可能性か大きかったのであるが，

残念をがら採集しなかったので分からなしへ。

5． オオシロをン㌧セセリ

Ⅶ141年茶花～那間道の脇のハマユウの花で数寄していた。

Ⅶ51兢目撃那問飛んでいたものであるれ白い癖徴ある斑紋からほほ間違いないと
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思われる。

○アゲハチaウ科

1．シロオビアゲノ、

Ⅶ45笛82♀♀（1平は省塑）那間～茶花

Ⅷ51ち那間

Ⅶる5♀鞘3♀平は谷型）那問一赤崎海桂一城一茶花一那間

Ⅶ7238那間中

偶多数は極めて多く島内到る所で見られ． いろん夜花に来ていた。

2．ナガサキアゲハ

普通に見られ． シロオピ対ナガサキの比は5二2ぐらいだった。

う．アゲハ

Ⅷ51頭目撃那間

4．7オスジアゲノ、

林になっているような所で割合多く見られた。

○シロチョウ科

1．キチaウ

Ⅶ51古郡間

Ⅶる1中郡間

Ⅶ75牢乎那間

ホシがシキチ宕ウはいをいかと竪って教頭採集してみたがいなかったし，この畠に

はツマグロキチ扇ウもレゝ夜hL． またカワラケツメイもなかったようだったから． ホ

シポシが飛んで来ても繁殖は困難だろう。

2．モン’キチョウ

Ⅶ5数京目撃那間中

Ⅶ7数環目撃離間小

5．ツマベニチョウ

Ⅶ41電目撃茶花

Ⅶ513郡問道路上の湿った所に吸水に舞い下りようとした新鮮な寄

Ⅶ：る1名城～茶花クサギの花に集まったのを採集。

以上のものがツマベこの採俵及び目撃記録の総てであり意外に少ないが． 与論島は

川が貴く耕作地が広いためにギ司がクが生えるのに薄した環境が少ないのでは桑い

かと思われる。

4，ウラナミシロチ8ウ

1斑513目撃那間小から200mぐらい北にいったところで飛湖中のものを訂増し100

mぐらい後を追ったがと封にがしてしまった。

－29－



Ⅶ73谷81？ 採集1？ 目撃那間中388は花園の花の上を飛び回っていたもの。 1

平はブツソウゲの勧こ来たものを採乳日等した1♀由巨常にゆっくカと低い所を

飛んでいたのであるが． ちょうどその時，網を持っていなかったので採集でき夜か

った。 また5日ここへ来ていた5人の採集家（本州から来たらLLへ）も採集してい

た。 その後6日に茶花でこの5人に合ったので聞いてみたらつ0頭ぐらい採集した

そうである。 ところが他のCatOpSilia属は見られたかった。 いたとしてもウ

ラナミの数には到底及ばなかっただろう。 また鹿児島娯本土では今年は7月から

10月にかけて多数のCatopsiliaの属が採集されたし，私も7月17日に鴨

池の陸上競技場でギソモンかムキンの苔を目撃した。 ところがウラナミは全く採集

されていない。 これは面白い現象であると思う。 ‘これはウラナミが他のCatopロー

ilia属にくらべどちらかとしへえは低い所をとんだ生飛び方がやや遅いためでは

なかろうか。 特に♀はその傾向が強いように思われる。

0シジミチォウ科

1．ウラナミシジミ

マメ科の稚物が植えてあった畑の上に多かった。

2・ヤマトシジミ（亜種）

前種と同じようを所にいた。

○マダラチ貞ウ科

1． オオゴマダラ

Ⅶ51両目撃那間

Ⅶ71琵掴撃那間中

オオシロモ／セセリと典に正確夜記鉾がほとんどない種類であるが． 2頭の目撃では

土着については何もいえないと思う。

○クテハチ才ウ科

1． ツマクロヒョウモン

多くはをかったが． あちこちで目撃

2． イシカケチaウ

Ⅶ41苫那聞人芽のまわりの林のように査った所に少なくはなかった。

う．リュウキュウミスジ

Ⅶ1418那問

‾星J718那瞳1イシカケチ窃ウと同じようを環境で見られ少なくはたかった。

本土のコミスジに比べれば活発であった。

4．クテノ、モドキ

Ⅶ51♀那間

Ⅶ718那間到る所で普通に見られた。

－30－



聯怒l日

1．サツマウバクマムシ

1日41頭那間

2．7オウバクマムシ

Ⅶ71頭那間

上記の2種の他に大型のクマムシ科を教頭目撃した。

5．ヨツスジトラカミキリ

Ⅵ．i41頭那問友人の家の木の部分に飛んで来たもの。

4，ヤエヤマトラカミキリ

咄42頭那間友人の家の木の部分に飛んで来たもの。

他にも教頭目撃。

上記の2種の他にアカメガシワの花から飛び去っていったヨツスジバナカミキリら

し． きものを目撃したが，ほっき少は分からをかった。

5．シロへリノ、ンミaウ

Ⅶ43敦那閏の海岸ここの海岸は高さ5mぐらいのサンゴ礁が凰北した岩が梅から近

い所で0m，追い所で20mぐらいのところにあり． その間のサンゴが砕けたまっ

白い砂の上に群を作らずにいた。 倍体数はそんなに多くは青く． よく注意していを

いと分からなかった。

鯖　輪　目

1． バネビロトンボ

Ⅶ　4　1頭目撃　那聞

2． シォウノaウトンボ

あちこちで多数目撃

5． バラがソトンボ

あちこちで多数目撃

上記の他にギンヤニ′マらしきトンボが干上がった水田の上を飛び回っているのを目撃。

Ⅳ　奄　美　大　島

◎1970　Ⅶ　8　那問→茶花→知名→和泊一→

Ⅵ19→亀徳→名板（小柄にも行く）

1一ヨ10　名瀬（湖上． 大熊にも行く）

1引　11　名瀬

Ⅵj　12　名漱一→鹿児島　（ほかに3日にも名瀬に2時間上陸）
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仁奄美大島に浸行く予韓ではたく前もって下諦べをしておかなかったし，また滞在中に雨がふった

りしてほとんど成果が上がらなかった。 なお名醸市の井根町にある知力合いの家に泊めてもらゥた。

鱗　甥　昌

○セセリチョウ科

1． チャバネセセリ

Ⅵ1111頚　名勅諭

2． オオシロモンセセリ

Ⅶ　9　18　名擬市　永田町の墓地　何かの花に吸蜜に来たもの。

Ⅶ　10　1頭目撃　名激橋　井根町　夕方家のまわりを飛ひ回っていた。

Ⅶ　111頭目撃　名梅市　井根町　夕方家のまわりを飛び回っていた。

07ゲノ、チaウ科

1． ナガサキアゲハ

Ⅶ　5　1♀目撃　名鶴市　井棟町

Ⅶ　9　1♀目撃　名梧詫　小結町

Ⅶ　10　1♀酎装　名翫市　浦上町

もちろんこれらのほかにあちこちで日韓した。

2． ・モンキアゲハ

llE　10　1群目馨　名翫市　拝み山　プツソウゲの花に来てレユた。

5． ジャコウアゲハ（掛稗）

Ⅶ　9　18日尊　名浣良市　永開町の墓地

ln　10　18目撃　名酷薄　永田町の墓地

Ⅶ　10　13目撃　名瀬市　大熊

有． 了オスジアゲハ

到るところで見られた。

ウシロチョウ科

1． キチォウ

閏　9　1耳目等　′ト宿

Ⅶ　111頭針襲　名軋市　井根町　高千穂神社

これらの他にも少数目撃

2． ツマベニチョ　ウ

1渦　9　13目撃　小宿

○シジミチォウ斜

1． ウラナミ　シジミ

名柘市　永即沌基地などで少数目撃
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2．シルビアシジミ（垂碍）

Ⅶ10588占守？ 名漸市拝み山この山は観光のためプツソウゲヤブーゲンビリア

などが植えられ山頂近くの広も鋸こヤハズソウが生えてお力そこにヤマトシジミーと

同じぐらいの割合でいた。

5．ヤマトシジミ（薮秤）

Ⅷ10シルビアシジミと同じ場所で多数目撃

0マダラチォウ科

1．カノくマダラ

Ⅶ92省も名瀬請永田町の墓地

Ⅶ10238る♀♀名瀬市永同町の墓地

個体数は多く，革にトウワタの生えている墓地では極めて多かった。 またトウワ

クには多数の卵や幼虫がついていた。 10日に採集した4♀串を生かして鹿児島

請まで持ち帰りそのうち2頭を友人にやり． 残りの2頭をトクワクに産卵させた

ところ約50個の卵を得た。 （一部始終観察していたわけではないのではっきり

言えないが，2苗のうち1頭は産卵せずに死んだようである。 ）

！Ⅷ15卵を約50個産卵

Ⅶ18いっせいにふ化するが． 1頭だけ17日に幼虫になっていたものが

いた。 これは友人の家にあったトウワクを傍用したためそこにすで

に産卵されていたという可能性もある。

しかし食草のトウワクの不足でほとんど死んでしまって羽化したのは． 庭のト

ウワクに放しておいた僅か5頭であった。 しかし2つのおもしろい習性は観察

できた。

〇着令幼虫は葉の裏から円形を描いたように食べる。

0中令以後の幼虫は，まず葉柄をかじりその葵を垂らしてから食べる。

K151各羽化（17日に幼虫になっていたもの）

K142♀♀羽化

2． スジグロカバマダラ

Ⅶ111頭目撃名瀬請の港海から1mぐらいしかはなれていないところをゆっくり飛

んでいたが． 綱を持たずに帰りの切符買いに来た時で採俵できなかった。

○タテパテaウ科

1． クテハモドキ

Ⅶ92年♀名瀬市小宿町稲か少の済んだ後の水田に普通に見られた。

Ⅷ101頭目撃名瀬市拝み山頂上シルビアを採集したところと同じ場所で一定の範

囲内を飛び回っていたので記す。

ー53－



2． リュウキュウミスジ

1一打101頭名跡市井根町高千穂神社

○ジャノメチョウ科

†；ヒメソャノメ（酎重）’tl

Ⅷ101省名甑市井根町高千稗神社

Ⅶ112♀♀名沌市井根町高千穂神社

2．クスイロコノマ

1冤101頭目肇名取市井根町

姉　輪　目

1． タイワンウチワヤンマ

Ⅷ　10　1頭　名把市　小宿町

Ⅴその他

ここではこれまでのことに直接あるレ沌紺甘接的に璃係のあることを書く。 、また前に書いたものと

記録が蚕複するものは（前）と記した。 それについての詳しい事は前を見てほしい。

（1）これまでバンミ8ウ科の記録も書いてきたかここでこれまでのハンミョウ科の記録をtまとめて

みた。

1． ノ、ノミaウ

19占7V28多数目撃鹿児島市鳥蠣子房

19る8Ⅳ211現採集佃多数目撃

1970Ⅳ12多数目撃霧島高千穂袈南山雑

1970Ⅹ11多数酎峯指宿市魚見岳群れを作っていた。

これらの他にもあちこちで目撃

2． ニワハンミョウ

19る7V281頭鹿児島市烏睦子岳

19る8Ⅳ211頭痛児島市烏帽子岳

吾．ノ、ラビロハンミョウ

19る9V113頭吹上浜この時は多数いて群れを作っていた。

19d9Ⅷ11種子島（・前）

4． アイヌノ、ノミョウ

1970Ⅳ121頭霧島高千穂峯南山触

5． イカリモンハ／ミaウ

1949ⅥⅢ11種子島（前）

占．シロへリハンミョウ
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197［〕Ⅶ4与論島（前）

（2）与論島のクテノ、チォウ科の中に了オクテ．′、モドキがはし1ってい貴いのが不習、議に酎っれるかも

しれをいが． これは実際に全く見貴かったものである。 その後私は本土で採集したので報告する。

1978Ⅷ24583山川町山川の中心地から南へ行って海に画するところで採

集し，また5頭ともあまりはなれてない所で採墳した。 さかせば他

にもhそうであった。 また付近のキツネノマゴには何もついていな

かった。 また同じ日その付近でメス7カムラサキ1Sも目撃した。

（3〉・バネビロトンボは本土でも教頭目撃したことがあるが．確かた採集記録を報告する。

19る7Ⅶ1718指宿市魚見岳頂上

〔おわ机こ〕

踪亀て行って珍しい種軒や，自分の住んでいる所に少い子重野だけを採乾したりそれらだけに注意

しがちであるか．いざ探毅結果を発表するという葦岩にたってロ頃見られる昆虫についてどうであ

ったかということで困ってしまう． またそのような平凡をような記歯でも貴葺夜要素含んでいると

いうことを忘れてはならないと瞥う。 私もこのようを点を反省し改めていこうと思う。 また採集旅

行の先々でお世話にたった人々には誌上より感謝いたします。



触　媒　の　は　た　ら　き

2年有馬理

生体内での低い濫庭においても，化学反応が非常を速さでおこなわれている。これは生体内にあ

る触媒，すなわち酵素によ少反応を早められているのである。レノく－．ジャガイモに含まれている

カタラーゼという酵素により反応が早められることを観察する。

〔材料．器具〕

試験管．ガラス箆ゴム栓．ビーカー．ヒ∴／セ，ト．メス．乳鉢．乳棒．ガーゼ．ピペグト．

スタンド，メスシリンダー．ジャガイモレバー

〔薬品〕

過酸化水素水

．、：・－

05修の過酸化水素水をつくる。

○レバー，ジャガイモ．の′J、片（1辺約1センチ）を次のようにして．それぞれる本の試験管に入れる。

庄）そのままの物⑨ゆでた物③水と共に乳鉢ですカつぶして．ガーゼでこした液。

○それぞれの試験管に2mlづつ過酸化水素水を加える。

○次のように七夕トして反応を観察する。

－3ムー

○採壊した気体の量の多少を調べる。

〔結　果〕

○レバー一． ジャガイモ共に反応結果は

辞　す少つぶしたもの＝……・発生量最大



甘　そのままのもの………罷錘量　中

¢〕ゆでたもの……………発生最最少

○試験管をにぎっていると． 熱が発生していることがわかる。

○材料をすりつぶした場合，紆魔からさらに多くの酵素が出て発生黄が増すのである。

0ゆでた場合は． 酵素がこわされるため発生昔が低くなるのである。

展　示　会　の　展　示　物

9月25日～2．7日に行なった展示物について

0佐多岬の貞ゐ標本

○プラナリア、

0蝶の標本

0佐多岬で採集したプランクトン

0ゾウリムシなどの微生物

0光合成の喝素発生装置

0解剖
0サボテン

○蒸散

0肝臓の切片

0葉脈標本のシオリの販売

0ネズミの好き夜色



成

〔実験器具〕

牧村管，ノズル管，ロート．コック付ガラス管． ゴム栓

水槽及び容器．細ロぴん． 慢鑑計，100W光源

色ガラス（赤，育．緑）石けん水（50cc）． ゴム管

〔材料〕カナダモ

100W電球

光　　　源

〔実験の準備〕

0水槽に水を満たしカナダモを入れる。

0ゴム栓に．ノズル管． コック付ガラス管． 湿度計をさしこみ，ロートを図のように取りつけどこ

からも水漏の希いように気をつける。

。水を十分に満した水槽に． ゴム栓をはめ，このとき（すやわコックは撞いておき水槽内に空気の気

泡が残らたいようにする。 そうすると余分の水は水槽外に溢れ出し一部はコ，ク（も）を通ってB管

の内にはいる。

しこの状態のままで容器に入れる。

0次にA管の上端から吸うようにすると，石けん水があがり． これがコ，ク（a）の上まではしつったと

きコック何をしめる。

0この状態でカナダモ軽米をあてると，酸素を生じる。 それがノズル管の上端から出てくるときこ

の気泡の数を15秒間かぞえる。

注経口ひん内に石けん水を入れたのは，ノズル管の上端にたまらないようにするためであ

る〇
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I　光の波長と光合成

0水況250C． 光源との距離5臣1竹，Jもとでしらべた。

（色名は，波長を表わす）

－ i
1 i

j

2　 日 白

き

i

5 平 均

≠

緑 ！ 5

1

4 巨 る う 4．る

青 ＝〕　 毒
∵ ∴

i

9 7 8．4

赤 1 4
1 2 恒

1 4 1 2 1 2 ．4

自　 然 2 0
I1 7 i2 3

2 0 1 8 1 9．占

Ⅱ　光源の距離と光合成

0水泡250Cのもとでしらべた。

回

距離
1
2 ！
P
i 4 fi 5 平 均

1 U 2 9 2 占 2 8 2 8 3 0

I

2 8．2

2　0 1 9 2 1 i2 0 2 1 2 5 2 0．8

5　0 1 占 1 4 恒

1

1 4 1 5 1 4．4

4 0 9 8 i 9

l

1 0 1両

！

9．1．

！ 5 0 ム 7
t

1 5 ム ，‖ 占．0
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Ⅶ　水忠と光合成

0光源（電燈）との距離を5Dc鯛のもとで調べた。

I㍉
1
！2

ー
5
！4

I

5 ゴ 平 島

1 ．0

．－－°1 5 ．
′．2 0

、＿0

‡

0 0

1

0

i

日

ロ

・2　5 1 占 1 4 ′1 5 ！’1 3 ’1 1皐 1′五9

3　0 5 1
1
2 9 ・2 占∴ 3 0 恒 2 8．占

40



紫　尾　　山 遠 行　　記

2年大木洋一

通行記などとはレ・ささかオーバーで． 銭々生物部は今年（1970）4月2日から5日にかけて

北薩にある紫尾山の山腰をうろつレ・てみたのである。では．ともかくその勇敢なるノン㌧ベーを紹介

しエ巧。まず顧問の平瑠先生． 今年の春． 甲南高校を卒業された元生物部部長の西中須さん． それ

に部員の小倉さん，有馬・下之角，それに私，他に部員ではないがとび入力の山岡と合計7人の男

ばか少のそうそうたる顔ぶれである。2日の動小雨に煙る鹿児島市を出発した汝，入来峠を越え，

宮之城の手前で西中須さんを乗せたノくスは昼頃宮之城駅に着いた。戌々止ここで降りて昼食などを

とカ，その後西中寂さんの家の自動車で紫尾山過の佃八重というところまで乗せてもらった。 西中

須さんのか父さんのど好意には我々一同感謝せずにはかれなかった。 さて我々が一泊する楠八蚤の

公民館に着くと荷物を遣いて，両具を持って来た老だけですぐさま先発調査隊を組織し，少し先の

方へうろつきに出かけた。私もその中の1人だったわけだが，実は調査などとは其っ赤を喝であ少，

実際したことを敢えてここに廉露しよう。 耕めのうちは調査隊というような顔つきを装っていたが，

そのうちに右の方に′」、道を見つけて好寄心の強い我々はまっそくそこへはいってみた。そこ‘で誰か

がキノコを見つけてそのキノコを見られた平田先生が「シイタケだ。」と言われた。 ところがひと

つだけではなく他にもあると分った。自噴都会？ に育っている我々は実際にシイタケなど′沖生えて

いるのを見る機会も少ないしそれに食べられるとあっては甲南高校の生物部員がそのままにして

おく茜がなく，歳々は目の色を変えて痩し回った。 繕局36個ぐらいとって前の道に戻り20分ほ

ど先に進んだが引き返した。かくしてゾイクケを手にした我々，つまり先発食物獲得隊は基地の公

民嘘に無事生還を遂げたのであった。公民舷に着くと夕飯の仕度が待っていた。 こういう噂にはよ

くカレ嶋を作るものだが，我々も決してその例外ではなかった。 学校では美術や音楽の代わ少に家

庭科の料理をやりたいと思っていた男性諸君だったから，その方面にかけての腕前は確かをもので，

その包丁裁きたるやすはらしく，できたカレーの味はバッグ／とまではいかなくても一応食える程

度であった。食事が終り，戒になるとさっきのノイクケむことが気に覆り出した。 そこで食後のデ

ザートとしゃれこんでみたのである。そこらにある火はちに炭火を起こしそこで焼いてしょう池

をつけて食べるというやり方であるが，食べる段階になって一抹の不安が我々の心を過り始めた。

というのは今までシイクケだとばかり思って凝わをかったそのキノコに「シイタケ」とラベルが

慮ってあったわけでもないし，もしや毒キノコではと思われて来たのである。 そんなとき丁監生物

の時間の平田先生の「キノコを見つけたら，まず他の人に分け与えてみて，その人たちが食べて何

ともなしっならそれは食べられるキノコ′ぞ。」というキノコが食べられるかどうかに関しての珍学訪上

が頭に浮んで来たので，授業中居眠カもせず，日頃まじめを我々はその筈菜を狭く理解し，さっそ

く実行に移した。
すなわち，． シイタケという判新著であった免生が食べられてから食べようという

のである。結局，皆食べたわけであるオらその味は灰が少しついているにもかかわらず良かった。
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て＿．うこうしているうちに夜もだいぶ更けてきたこ）で填ることに、った。 サ璃先生はさっきから壷で

、、・られる。
最後まで演つかれなかったのは私だったのだが． ふと目が産めてみたら火が赤々と燃え

ていた。時計を見ると午前2時頃だ。 半田先生などが起きて火を焚いていらっしゃったのである。

私は墟要だったのでほとんど感じなかったのだが，このあた少佐春とレトってもまだ寒く，毛布1枚

では寒くて寝られなかったということである。 皆まだ夜が明けないちに起出して執成の準備だ。

外へ出て見ると昨日の雨天とはうってかわって，絹天であるという事を明けの明星が美しく痺いて

知らせてくれていた。朝飯を済ませたころにはすっかり明るくなっていた。 さあ出発だ。 今日接山

を越えて向こう側の高尾野という所まで行く。 歩いていく国少のまだ朝露に腐れた木々の線は日東

染み入るように美しい，了ラカシもめる。 菜に擬鹿のあるユズリハも見える。 標高500mぐらしへ

なのだろうか．イチイガシもあちこちに見えだして来た。 やがて頭上も望めるようになった。 しか

し私がここに来るまで持ってレ、た紫尾山に対するイメージを少なからず変えねばならなかった。

というのは私が想像していたよりもはるかに伐採が進んでいたからであった。 キリノマミド1上／ジ

ミの多鼠也ということはもう過去の事になりつつあるのだろうか。 やがて上坂が終れ下り坂に

なる所から右の方へ〕良上へ続く道があったのだが，このあたちから例によってズッコケたしたので

あった。この時，先生悠然として白く「高尾野ギイはモイッキヤガ。」この言某に我々結何の疑い

も持たなかった。これがそもそもマチガイの始まカであった。 我々は先生を残して頂上を目差して

突進した。私は途中でキリ∵／マミドリツノミの卵を頭したが見っからなかった。 J長上を目差して登

って行った戊らはあと一歩という所で決をのんだそうであれ西中須言んはグロッキーになり，自

分で帰るといってとうとうダウン苦れたとかいう事であった。
西中須さんは鹿児島の大学ではない

のでその後会っていないが，い、吏ごろは下指でこの日の事を思い出しながら即席ラーメンでもすす

ってレゝらっしやることだろう。
やがて近くにあるべき高尾対艦向って歩いていると川があったので，

さっそく降りてみたら，皆が魚がいるといって巌ぎ始めた。 視力の良い私にはそうでないことrよ分

かっていたが．そんなことを言うと」湯がしらけてしまって惑わから，一緒になって騒いた。 後にな

っで実に単細胞的たったと自分で反省した。 また生物クラブ員とプラナリアの初対面の場でもあっ

た。さて，川から離れてルリゾノミの舞う道を更に進んだが． ノくスの度が良いというすぐ近くに

あるなずの高尾野へ、rま一向に遥かをtハ。予定の2キロはとっく（・′C適ぎている。「モイッキヤガ。」

という言菜に我々は躾感を持ち始めた。 そして逼脇の商店の人に聞くことによ少其柚ま明らかになっ

た。技々の目差すところからはノくスだけでなく汽車も出るそうである。 ということに鹿児島本線沿

いであ少，鹿児島本線まではまだまだの放ずである。 我々のショックは大きかった。 正に前途三千

旦の思いが胸にふさがるとdこういうことかと思った。 足が賄いのをひきず少やノっとの思いでその

駅に着いたときは皆昨夜の陸底不足もあってか相当疲れていたが，やがて鹿児島行きの列車の汽笛

の音が細こえで来た。で楳紫産山よサラバ． ／かくして我々は一路鹿児島市へ向ったのであった。
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プラナリアの再生

2年坂元増美

実験の目的

再生について，特に再生能力カ大きいといわれるプラナリア（ナミウズムゾ）で実験してみた。

Cf． ナミウズムシとは学名Dug88iaJa・pOnica工ChikaWa′at－kawakatsu

で，へソ形動物門，ウズムツ網のプラナリアの一種である。 日本の渓流や池沼に最も普通に見ら

れ，有性生殖（産卵）と無性生殖（分裂）を行なって繁殖する。

実験

0材料ナミウズムツ

0使用器具シャーレ，スポイト，安全カミソリ． の刃，虫めがね

1970年10月5日

0ナミウズムシ8個体を豪にかせてカミソリで三つに切る。 そして直径約100耽，深さ約2欄の

シャーレに井戸水を半分． ・まど入れ部屋の中に置き，直射日光はあてをLへようにする。 えさとし

して，ノ卯の黄味を一与えた。
「、、＼

：、‾

、、＿＿．．
＿・十一一・・一

㊧：　⑲

了．
l‘＼．

1　日　目 4　日　目 る　日　日 9　日　目

A
了‾＼＼・r－・＿，
し、．．．＿′」

了 ＼一一も ′一．‾、ヽ／み　　、一一一一一軸＼ ノ丁、、、一一－ へ
＼し－ － ．J

B 〔＝ コ 上 く「 へ－＼、 ／丁“、叫一㌧・＿、、＿
し　　　　 う
、岬一一一、れ一 ノ

C r
ラ亡 二 ⊃ ／げ．～，一一′1－一一一、ノ　J＼L 研一＿＿・一一bJ

C 二 つ
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観察状況

第1日目　ほとんど動かず，切断したまま縮んでいる。

第　2　日目　刺激を与えると反応を示すものもある。

第5　日目　切断部が白化した。

窮　4　日目　切断部に白色の共起が見られる。

第　5　日巨　切両部の白色の突蓮が良くなってきた。

第6　日目　Aはほとんど再生，丑は丸身を帯び，Cは細長くなっている。 巨主が出た。

窮7日目　A． カ．
C共に切断和佐近小形になっていタが・体長が恵い0

第　8　日目　　　　同　　　上、

第9　日日　A・i〕・C共に切托而立の払　大きさに完全になった。

窮10日目　　　　同　　　上

備考

0上と画し美顔を冷蔵庫の中で行夜っ・たが，完全に再生するまで2倍以上の期間だった。

0上の尖旗では再生索は，底部100魂，幾カの二つはいずれも88堵位で，冷蔵庫の中での実

巌で払柚当低くなった。

0日が完成する前には． 輪かくのはっき少しをレ塞艮点ができた。
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鹿児島県のプラナリアについて

顧問平田浩

プラナリアは扁形動物門，渦軋楓三岐勝目，プラナリア科に属するが，独立生活を営み． 飼育

が容易で，再生力が大きく，その他走電性，走光性等の実験や盃状限，神経系，排出器等の粗俄学

的な実験の材料にも使える碁で，高校で再なら実験に適した却勿である。 又，絶食させても2ケ月

程は体が′」＼さくなるだけで生有しているので気楽に飼育できる。しかし，その生息地が低温，清水

ということに売っているために，鹿児島では入手し難いのではないかと考えている人が多いようを

ので，実際にはどのよう夜とノころに生息してhるかを調査した。 （図）

採集法にはいろいろあって肝臓片を入れて1～2時間後にそれを引き上げて採集したり，又は直

接，石の下，苗木片よケ採集してもよい。 今回は後者の方法で採集を行なった。 採集地域は本土だ

けで雄島まで正行なっでない。

その結果，膿内各地で生息を確認したが，一般に清水で川底に大きな石があるところ，又は泉に

なっているような場所庭生息しているので，・平野・台地になってるような地域で法採集できないと

いうことになる。水は完全な清水よ少も川底の石たらん痍類が付着している程度が童もよく，出産

の石が花こう岩で，それが新LLへ場所では水はあまりにもきれいで採集も粥難で全く採集できをh

か，または採集でさても1～2匹と少数であった（17，20，28，29）。 また，水田に鹿薬が散布され

る蘭係で，水田よりの排水が流れ込む川には生息して恵一ハのではないかと考えたが「特に崩係づけ

ることはできなかった。水の流速はこれもほとんど関係なく，静水でなければ採集できた。 水Y馴こ

ついては一般に冷たい水ということになってレtるが，これはナミウズムソ以外のプラナリアについ

てであって，この種に髄してはかなカの高温に生息していた。 例えば図の19は壇代の花瀬川であ

るが渇水期に採集したこともあるが，水温は実に27軍と高いが生息を確認した。 他にも20℃以

上がかなあれこれからして水盤は気にしなくてよいということになる。 しかし．このことは鹿

児島の場合はナミウズムソだからであって，若し他の種がわた場合に止別である。 痙涙については

上に述べたようにナミウズムツ1種しか確認できなか？ たが，文献上せは九州にミヤマウズムシが

山地の渓流に，革に水痘の低いところにいることになってお少，福島麻での調査では痙高500〝l
‾ヽ
程のところが最も多く生息しているようなので，鹿児島で若し見つかるとすれば，かなり高hとこ

ろと考えられる。

飼育については肝臓・脾臓・卵黄などがあるが． 当室では卵黄を1週間に1回程路． 時々肝臓を

与える程度で拾糾し痺ら－日程してから残餅を除いている。 ただし夏は3時間程したら除かないと

腐敗する。夏の飼育はソヤーレに個体を入れ，そのノヤーレをガラス箱に入れて上から水道水を流

して飼育したが71匹中52匹（45喀）が生き残った。 期間は7月1ヨより9月25日までで，

その間ゾヤーレの洪水はせず，給餌もしなかったので各個体は1／10程に小さくはなってレ1た。

だから水の喋流をして，換水をしたなら生存率はまだ上がる刀ではないかと思う。 事実，19の所
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では27℃に生息していたことを考えるとその可靂性は大きい。 なか，ガラス箱内は最高31℃で

あった。

以下．各地での採集場所と採集地の端境とを列記する。
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1．鹿児島苗谷山慈眼寺公園より5血程上流で，和田川の上流になる。 川幅は5仇程，水深は50

′瀾程，山間部を流れてきた清水石の下で計7匹採集。 70．5．9水盛1占． 5℃

2．鹿児島播谷山慈眼寺公園内の地下水の海水、飲料水として一般に利用されてhる。 水底はきれ

いだが，ふちに法コケ類がかなはえている。 激石の下で計12匹採集。 7ロ． 5．9水温18℃

3．鹿児島市谷山中山大滝公園の川，公園より20DJ花程下流，水はきれいだが川底にはかなりの

泥が堆積している川幅は47れ程，水流は早くはない。 水沫中央部ではる0（混程だが，淵の浅いと

ころの石の下で計7匹採集。 70，5．1る水温1占． 5℃

4．鹿児島市平川。 ひなの川の上流。 上流はゆるやかな傾斜で，採集したところでも流れ。 ま速く覆

いが水量は避雷である。 水はきれいで付近の子供は飲料にしている。 川幅5〝1，水深40r鼎私

石の下で計141匹採集。 70．5．17水温18．5℃。 70．7．519匹採集。 水温18℃

5．机辺郡廟唱町庭月労。 庭月密バス停より2001花程南のところの大谷川。 山間部からの水と，

水田の排水が混合する。 川幅3仇程，水深1501鼎程，水流敵Lh。 用臓の掩いところの石の下

で計4匹採集。 70，5．24水盤18．5℃

占．加榎田市中山部洛流江川（枕崎帝の方へ流れて轍川となる）。 枕崎市との境目のところの橋の

下で採集。 採集当日は両の後でもあり水流は多く，にごってお少急流であった。 川幅20′花。

裸は1′乃程と思われたが濁っていたのでよくわからなかった。 石の下で計5匹採集。 70．5．2ふ

水温19．5℃

乙加世田布津貰中原乱港。 中原公民館偵で千河川へ荘ぐ水路。 山馳部からの水で清水。 川幅は2

仇弓も水深20rm′程。 石の下で計8‾匹採集。 70．5．24水温15℃

8．加世田市万ノ瀬川のダム擬のすぐ下流，川幅は1’00仇以上あるが，川底が堆積岩で特に浸食

されたところだけに水は流れている。 雨の後もあって水はきれhとは言えない。 水量も少まh。

体長5m徹程のものを石の下よカ計4匹採集。 70，5．24水温21℃

9．揖宿郡議連町鰯別府高取川の上流でダムになっているところより500仇程下流。 川幅4m弱，

水深dOC鴫，川淵の浅いところの古木片より疎集，個体数計12屯，′水流はやや速い。 水圧は

少の排水がかなり混合する薪． 当時水は濁らず。 70．5．51水温19．5℃

10．揺宿郡喜入町嫡出部路，涌出川で頭娃町への妹迫沿い，淵出ノくス侍の南側。 人家の下水が一部

混ノ告するが水はきれい。川幅1仇強，水沫50「乱程，石の下‘′こて計1口匹採集。 70．5．31

水温19．5℃

11．揖宿郡喜入町生見古股地区で，たぬき川の上流，一部人家の下水水田の排水が、混合するが清

水である。 川幅2仇程，水深50伐程，石の下，古木片より計4匹採集。 70．5．31

水泡19． ℃

12．鹿屋市上抜川町岩脇部落岩脇用で，瀬戸山神社から右折して山手へ行く。 諸般山の麓になれ

水は山間部より流れてきたもので清水。 刷扁5位程，水深40「月花′程，水流は中程度。石の下よ少

計9匹束集。 70．5．8水温18℃

13．鹿屋市上抜用町八積部落八横川で，瀬戸山神社から左折して，山手へ行く。 萬隈山の戌になり，
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水は山潤部革少流れて来たもので全く楕水。 川幅5m乱． 凍曝50． 皿臥水流は中確度。
．
石怨礁

1よ少計7匹採寒。
‘7．0．5．．台水温18’℃

14．韓榔8番入町と平川町との壌咋ある鳥梱書岳の盛。 平川よ少岳への登山入口付近や水成今の風

水払加ま山間部よりのもので滑水た起し水は少なく・＿川幅30√mt．． ・傑芋2。ロⅧ程・計1・軒

匹採集。 70． 乙25∴水温21℃

15．，上記の烏帽子岳頂上よカ‘10・C功程下った揚水。‘飲料用に水．をブールしてある。洩水の馳去粟

．
ない。計3匹採無。 7D． 7．25水温1′7℃

1占．日直都田曹町庄ノ上。 頻追沿にある画調の水路で大川の支流になって中る。 川揃は5＿仇，水泡：

、40C鴫．
水はきれいであるが・飲料に適する秘てはない？ 水田よ少の排水も薗ぐ0川憧五仇私

深さは30欄糧だが水流はゆるやかである。 紆7由床粂。
．
70．7．28＿水温23℃－

17．垂水市頗ケ乳本城用上流の本城川轟亀所柄の小さな用水路で幅40Ⅷ癒，深さ3＿0用足しか

ないが水流はとても速い。 水は山間鄭よ・来たので清水。 計14匹採集。 70． 乙50

水1成21℃

藤本城川は花こう岩饗で川底の花こク岩もきれいすぎて生息を認めなかった。

18・J師郡大根占町大字神川め鳥痍部落の共同水洗場。 水は山より洩き出て来たもので，清水で飲

料に適する程である。 水量はせれ程多ぐぬない，膚といゥた程度で，． 流れはかを力速い。石の下

より計4匹採集。 70．8．10‘水温20ec‘

19・肝付郡田代町花瀬部落0花潮目の上流で，花組［・l発電所用の引水地車のすぐ下泥。 川幅は100

仇以上の広さであるが・水が流れているところは川底の皮食中って準じ密辟り率のところだけ

である。
したがって水は周囲の岩で熱せられて高い温故になっているQ＿水は清水。

．
石の下より計

る匹採集。 70．8．10水温． 27℃

螢同上の下流で花瀬バス停痍において計5匹採集。 水温25． ℃（支輝よ少水が流れこむために水

温は下がっている。 ）

2P・・肝付郡佐多町・大浦部落と打詰郎落とを鮎；林道の中尚程？ ところ。営林署第？ 花瀬橋の下に

て採集。 花こう岩質のため水や川底がきれいすぎ・てあずふ1匹しか援兵し樽ず。 70．8．10

水温21．5℃

2．1．・肝付郡佐多町田尻部落。蔀蕗より1Lu程東． 側正．‾．ある小さな川の上恥骨はここに人家があった

が． 現在は空家となっている。 水はどく少なく，前白の雨のために持っていたが計8匹を採集。

70．8．1年水温21．5℃

22．出水市大字武本． 栗毛部落広瀬川の支流で紫尾山より流れて来る川で幅もt8坤息で水産もか

なりあ皐。 ＿深いところは1仇程とも思われる。 ．水加有水。川棚の扱いところの石の下で計14匹

採集。 70．8．22水温22℃

25．阿久根市大字鶴川内，宮ノ鹿部乳桶乏本橋の160仇程上流で採集。 用の名称紘高松川また

は田代川ともいう云水質はあせカ艮ぐない。 川幅8爪程，水深10′親程。 有の下卑少計14匹採

集070．8．23水温23℃
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